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物理アプライアンスとして Nexus Dashboardを展開する
場合の前提条件と注意事項

Nexusダッシュボードクラスタの展開に進む前に、次の手順を実行する必要があります。

•前提条件とガイドラインに記載されている前提条件を確認して完了します：

•デプロイメントに影響する可能性のある情報については、 Cisco Nexus Dashboardのリリー

スノートを確認してください。CiscoNexusDashboardのドキュメントのランディングペー
ジを参照してください。

•使用しているサーバーのモデルに対応した、Cisco Nexus Dashboardハードウェアセット

アップガイドの説明に従って、以下のハードウェアを使用しており、サーバがラックに接

続されていることを確認します。

物理アプライアンスフォームファクタは、オリジナルの Cisco Nexus Dashboardプラット
フォームハードウェア、

• SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）。3ノードクラスターシャーシの製品 IDは、SE-CL-L3

です。

• ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）。3ノードクラスターシャーシの製品 IDは、
ND-CLUSTER-L4です。

• ND-NODE-G5S (UCS-C225-M8)。3ノードクラスターシャーシの製品 IDは ND-CLUSTERG5S

です。

物理アプライアンスとしての展開

1

cisco-nexus-dashboard-deployment-guide-41x_chapter3.pdf#nameddest=unique_9
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/series.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/series.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-dashboard/products-installation-guides-list.html


このハードウェアは、Cisco Nexus Dashboardソフトウェアのみを
サポートします。他のオペレーティングシステムがインストール

されている場合、そのノードは Cisco Nexus Dashboardノードとし
て使用できなくなります。

（注）

• Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）のサポートされているバージョンを実行し
ていることを確認します。

CIMCのサポートおよび推奨される最小バージョンは、Cisco Nexus Dashboardリリースの
リリースノートの「互換性」セクションにリストされています。

•サーバーの CIMCの IPアドレスが構成済みであることを確認します。

Cisco Integrated Management Controller IPアドレスの構成（3ページ）を参照してくださ
い。

• Serial over LAN（SOL）が CIMCで有効になっていることを確認します。

Cisco Integrated Management Controllerに対する Serial over LANの有効化（4ページ）を
参照してください。

ブートストラップ ピア ノードポイントでブートストラップが次のエラーで失敗した場合は、

SoLの構成が間違っている可能性があります。
Waiting for firstboot prompt on NodeX

•すべてのノードが同じリリースバージョンイメージを実行していることを確認します。

• CiscoNexusDashboardハードウェアに、展開するイメージとは異なるリリースイメージが
付属している場合は、まず既存のイメージを含むクラスタを導入してから、必要なリリー

スにアップグレードすることをお勧めします。

たとえば、受け取ったハードウェアにリリース 3.2.1のイメージがプリインストールされ
ているが、代わりにリリース 4.1.1を展開する場合は、次の手順に従います：

1. 最初に、リリース 3.2.1クラスタをそのリリースの展開ガイドに従って起動します。

2. それから、既存の Nexus Dashboardクラスターのこのリリースへのアップグレードで
説明されているように、リリース 4.1.1にアップグレードします。
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まったく新しい展開の場合は、このドキュメントに戻ってクラス

タを展開する前に、Cisco Nexus Dashboardの最新バージョンを使
用してノードを再イメージ化することもできます（たとえば、GUI
ワークフローを通じたこのリリースへの直接アップグレードをサ

ポートしていないイメージがハードウェアに付属している場合）。

このプロセスについては、このリリースのトラブルシューティン

グの記事の「ノードの再イメージング」セクションで説明されて

います。

（注）

•少なくとも 1ノードのクラスターが必要です。展開するサービスの数に応じて、水平ス
ケーリング用に追加のセカンダリノードを追加できます。単一クラスター内のセカンダリ

ノードとスタンバイノードの最大数については、ご使用のリリースのリリースノートを参

照してください。

Cisco Integrated Management Controller IPアドレスの構成
以下の手順に従い、Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）IPアドレスを構成します。

手順

ステップ 1 サーバの電源をオンにします。

ハードウェア診断が完了すると、機能（Fn）キーによって制御されるさまざまなオプションが表示されま
す。

ステップ 2 F8キーを押して Cisco IMC構成ユーティリティを起動します。

ステップ 3 次のサブステップに従います。

a) NICモードを専用モードに設定します。

b) IPv4 IPモードと IPv6 IPモードのいずれかを選択します。

DHCPを有効にするか無効にするかを選択できます。DHCPを無効にする場合は、静的 IPアドレス、
サブネット、およびゲートウェイ情報を指定します。

c) NIC冗長性が [なし（None）]に設定されていることを確認します。

d) ホスト名、DNS、デフォルトユーザーパスワード、ポートプロパティ、ポートプロファイルのリセッ
トなどのその他のオプションを表示するには、 F1を押します。

ステップ 4 F10を押して、構成を保存し、サーバーを再起動します。
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Cisco Integrated Management Controllerに対する Serial over LANの有効
化

Serial over LAN（SoL）は、基本的な構成情報を提供するために物理アプライアンスノードに
接続するのに使用する connect hostコマンドに必要です。SoLを使用するには、まず Cisco
Integrated Management Controller（CIMC）で SoLを有効にする必要があります。

Cisco Integrated Management Controllerで Serial over LANを有効にするには、次の手順に従いま
す。

手順

ステップ 1 CIMC IPアドレスを使用してノードに SSH接続し、サインイン情報を入力します。

ステップ 2 次のコマンドを実行します。

Server# scope sol
Server /sol # set enabled yes
Server /sol *# set baud-rate 115200
Server /sol *# commit
Server /sol *#
Server /sol # show

C220-WZP23150D4C# scope sol
C220-WZP23150D4C /sol # show

Enabled Baud Rate(bps) Com Port SOL SSH Port
------- --------------- -------- -------------
yes 115200 com0 2400

ステップ 3 コマンド出力で、 com0が SoLの comポートであることを確認します。

これにより、システムはCIMC CLIから connect hostコマンドを使用してコンソールをモニタできます。

これは、クラスタの起動に必要です。

物理ノードのケーブル接続
物理ノードは、以下の物理サーバーに展開できます：

• SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）および ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）物理サーバー：

図 1 :ノード接続に使用される mLOMおよび PCIeライザー 01カード： SE-NODE-G2（UCS-C220-M5）および
ND-NODE-L4（UCS-C225-M6）
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• ND-NODE-G5S（UCS-C225-M8）の物理サーバーで、これらの接続を行います。

図 2 :ノード接続に使用される mLOMおよび PCIeライザー 01カード：ND-NODE-G5S

データ接続：ポートには、UCSC-P-V5Q50G-D（Cisco UCS VIC 15425 Quad Port 10/25/50G Converged Network
Adapter（CNA））PCIEカードの左から右に 1、2、3、4の番号が付けられています。

サポートされているポートチャネル構成については、以下の「データネットワーク接続」情報を参照してく

ださい。

1

管理接続：モジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）の 2つのMGMTポート経由。2

ND-NODE-G5Sサーバーに含まれているOCPカードは、管理目的でのみ 1Gb銅線接続をサポート
します。Nexus Dashboardの他のすべてのネットワーク接続は、4ポート VICカード（上の図
のコールアウト 1）を活用する必要があります。このVICカードは 10/25/50Gbpsをサポートし
ており、推奨されている SFP+ケーブルは SFP-10G-AOC3Mですが、シスコでは 5 mと 7 mの
オプションも提供しています。VICカードでは、データネットワーク接続のためにサーバーご
とに少なくとも 2つの接続が必要です。これらのVIC接続は、サポートされている任意の SFP
を活用できますが、CiscoはNexusDashboardのシームレスな展開のためにこの接続を推奨して
います。

（注）

物理ノードは、次のガイドラインに従って展開できます：

•すべてのサーバーに、NexusDashboard管理ネットワークへの接続に使用するModularLAN
on Motherboard（mLOM）カードが付属しています。

• ND-NODE-G5Sサーバーには、「PCIe-Riser-01」スロットに 4ポートのVIC1455カードが含
まれており (上の図を参照)、Nexus Dashboardのデータネットワーク接続に使用します。

• ND-NODE-G5S サーバーには、 2x10GbE NIC (APIC-P-ID10GC)または 2x25/10GbE SFP28 NIC
（APIC-P-I8D25GF）、または「PCIe-Riser-01」スロット（上の図に表示）のVIC1455カー
ドに含まれており、Cisco Nexus Dashboardのデータネットワーク接続に使用します。

• ND-NODE-G5Sには、NexusDashboardデータネットワーク接続に使用する「PCIe-Riser-01」

スロット (上図参照)にUCSC-P-V5Q50G-D (Cisco UCS VIC 15425 Quad Port 10/25/50G CNA)
PCIEカードが含まれています。
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ノードを管理ネットワークおよびデータネットワークに接続する場合：

•インターフェイスは、アクティブ/スタンバイモードで実行されている、データインター
フェイス用（bond0）と管理インターフェイス用（bond1）の Linuxボンドとして設定され
ます。

•管理ネットワーク接続：

• mLOMカードで mgmt0および mgmt1を使用する必要があります。

•すべてのポートが同じ速度（1Gまたは 10G）である必要があります。

•データネットワーク接続：

• SE-NODE-G2サーバーでは、VIC1455カードを使用する必要があります。

• ND-NODE-L4 サーバーで、2x10GbENIC (APIC-P-ID10GC)、または 2x25/10GbE SFP28NIC
(APIC-P-I8D25GF)、または VIC1455カードを使用できます。

25G Intel NICを使用して接続する場合は、NICの設定と一致する
ようにスイッチポートのFEC設定を無効にする必要があります。
(config-if)# fec off
# show interface ethernet 1/34
Ethernet1/34 is up
admin state is up, Dedicated Interface
[...]
FEC mode is off

（注）

• ND-NODE-G5Sサーバでは、UCSC-P-V5Q50G-D（CiscoUCSVIC15425Quad Port 10/25/50G
CNA）PCIeカードは、必要なポートチャネルの組み合わせを介して光ファイバ接続
を使用する必要があります。

25/50 GBの速度で接続する場合は、次の前方誤り訂正（FEC）構
成のペアのいずれかが必要です：

CIMCポートNexus 9000では

cl74FEC AUTO

cl74FC-FEC

FEC OFFFEC OFF

（注）

•すべてのインターフェイスは、個々のホスト側のスイッチポートに接続する必要があ
ります。ファブリックエクステンダ（FEX）、スイッチポートチャネル（PC）、お
よびリモート対応ポートチャネル（vPC）はサポートされていません。
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•すべてのポートは同じ速度である必要があります（10G、25G、または 50Gのいずれ
か）。

• fabric0ペアの 1つの物理ポートと fabric1ペアの 1つの物理ポートを活用、ノード
をデータネットワークに接続します。サポートされているポートのペアリングは次の

とおりです：

•ポート 1（fabric0）、ポート2（fabric1）

•ポート 3（fabric0）、ポート4（fabric1）

•これらの接続のスイッチポートチャネルまたは vPCを構成しないでください。上記
のサポートされているペアリングは、 VICカードでのみ有効な物理ポートマッピン
グを識別します。

•データネットワーク接続には、アクティブスタンバイモードとしてfabric0とfabric1

の両方を使用できます。

4ポートカードを使用する場合、ポートの順序は、使用している
サーバーのモデルによって異なります。

•ポート 1とポート 2またはポート 3とポート 4をペアで使用
します。ポート 1/ポート 2ペアを使用することをお勧めしま
す。

• SE-NODE-G2サーバーでは、左から右に、ポート1、ポート2、
ポート 3、ポート 4です。

• ND-NODE-L4mサーバーでは、左から右に、ポート 4、ポート
3、ポート 2、ポート 1です。

（注）

•ノードを Cisco Catalystスイッチに接続すると、VLANが指定されていない場合、パ
ケットは Catalystスイッチ上で vlan0でタグ付けされます。この場合、データネット

ワーク上での到達可能性を確保するために、ノードが接続されているスイッチイン

ターフェイスに switchport voice vlan dot1pコマンドを追加する必要があります。

物理アプライアンスとしての Nexus Dashboardの展開
Nexusダッシュボードの物理ハードウェアを最初に受け取ると、ソフトウェアイメージがプリ
ロードされています。Nexus Dashboardを物理アプライアンスとして展開するには、次の手順
に従います。

物理アプライアンスとしての展開
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始める前に

物理アプライアンスとして Nexus Dashboardを展開する場合の前提条件と注意事項（1ペー
ジ）に記載されている要件とガイドラインを満たしていることを確認します：

手順

ステップ 1 最初のノードの基本情報を設定します。

この手順で説明するように、1つの（「最初の」）ノードのみを構成する必要があります。他のノード
は、次の手順で説明する GUIベースのクラスタ展開プロセス中に構成され、最初の プライマリノードか
らの設定を受け入れます。他の 2つの プライマリノードには、CIMC IPアドレスが最初の プライマリノー
ドから到達可能であり、ログインクレデンシャルが設定されていることと、データネットワーク上で

ノード間のネットワーク接続が確立されていることを確認する以外に、追加の設定は必要ありません。

a) CIMC管理 IPを使用してノードに SSH接続し、connect hostコマンドを使用してノードのコンソー

ルに接続します。

C220-WZP23150D4C# connect host
CISCO Serial Over LAN:
Press Ctrl+x to Exit the session

ホストに接続したら、 Enterを押して続行します。

b) Nexus Dashboardセットアップユーティリティのプロンプトが表示されたら、 Enterを押します。

Starting Nexus Dashboard setup utility
Welcome to Nexus Dashboard 4.1.1
Press Enter to manually bootstrap your first master node...

c) adminパスワードを入力して確認します。

このパスワードは、rescue-user CLIログインおよび初期 GUIパスワードに使用されます。
Admin Password:
Reenter Admin Password:

d) 管理ネットワーク情報を入力します。
Management Network:
IP Address/Mask: 192.168.9.172/24
Gateway: 192.168.9.1

（注）

純粋な IPv6モードを構成する場合は、代わりに上記の例の IPv6を入力します。

e) 入力した譲歩をレビューし、確認します。

入力した情報を変更するかどうかを尋ねられます。すべてのフィールドが正しい場合は、大文字の

Nを入力して続行します。入力した情報を変更する場合は、yを入力して基本設定スクリプトを再起

動します。

Please review the config
Management network:
Gateway: 192.168.9.1
IP Address/Mask: 192.168.9.172/24

物理アプライアンスとしての展開
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Re-enter config? (y/N): N

ステップ 2 プロセスが完了するまで待ちます。

最初のノードの管理ネットワーク情報を入力して確認すると、初期セットアップでネットワーキングが

設定され、UIが表示されることが分かります。この UIを使用して、他の 2つのノードを追加して設定
し、クラスタの導入を完了します。

Please wait for system to boot: [#########################] 100%
System up, please wait for UI to be online.

System UI online, please login to https://192.168.9.172 to continue.

ステップ 3 ブラウザを開き、https://<node-mgmt-ip>に移動して、GUIを開きます。

残りの設定ワークフローは、ノードの GUIの 1つから実行します。展開したノードのいずれか 1つを選
択して、ブートストラッププロセスを開始できます。他の 2つのノードにログインしたり、これらを直
接構成したりする必要はありません。

前の手順で入力したパスワードを入力し、[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 4 [クラスタのブリングアップ（Cluster Bringup） ]ウィザードの [基本情報（Basic Information）]ページ
に、必要な情報を入力します。

a) [クラスタ名（Cluster Name）]には、Nexus Dashboardクラスタの名前を入力します。

クラスタ名は、 RFC-1123の要件に従う必要があります。

b) [Nexus Dashboardの実装タイプの選択（Nexus Dashboard Implementation type）]で、LAN]または
[SAN]を選択して、 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [クラスタのブリングアップ（Cluster Bringup） ]ウィザードの [構成（Configuration）]ページで、必要
な情報を入力します。

a) （任意）クラスタの IPv6機能を有効にする場合は、[IPv6を有効にする（Enable IPv6）]チェック
ボックスをオンにします。

b) をクリックして、1つ以上のDNSサーバーを追加し、DNSプロバイダーの IPアドレスを入力し、
チェックマークアイコンをクリックします。

c) （任意） [+ DNS検索ドメインの追加]をクリックして、検索ドメインを追加し、DNS検索ドメイ
ンの IPアドレスを入力し、チェックマークアイコンをクリックします。

d) （任意） NTPサーバー認証を有効にする場合は、[NTP認証]チェックボックスをオンにします。

e) NTP認証を有効にした場合、+ Add Keyをクリックし、必要な情報を入力し、チェックマークア
イコンをクリックして情報を保存します。

•キー：NTP認証キーを入力します。Nexus Dashboardと NTPサーバ間の NTPトラフィックを
認証するために使用される暗号キーです。次の手順で NTPサーバーを定義します。複数の
NTPサーバーで同じ NTP認証キーを使用できます。

• ID：NTPホストのキー IDを入力します。各NTPキーに一意のキー IDを割り当てる必要があ
ります。この IDは、NTPパケットの検証時に使用する適切なキーを識別するために使用され
ます。

•認証タイプ：NTPキーの認証タイプを選択します。

物理アプライアンスとしての展開
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•このキーを信頼したい場合には、[信頼済み（Trusted）]チェックボックスをオンにします。
信頼できないキーは NTP認証に使用できません。

NTP認証の要件とガイドラインの完全なリストについては、全般的な前提条件とガイドラインを
参照してください。

追加のNTPキーを入力する場合は、 [+キーの追加（+ Add Key）]を再度クリックして、情報を入
力します。

f) NTP認証を有効にした場合は、 [+ NTPホスト名/ IPアドレスの追加（+Add NTP Host Name/ IP
Address）]をクリックし、必要な情報を入力し、チェックマークアイコンをクリックして情報を保
存します。

• NTPホスト：IPアドレスを入力する必要があります。完全修飾ドメイン名（FQDN）はサポー
トされていません。

•キー ID：前のサブステップで定義した NTPキーのキー IDを入力します。

NTP認証が無効になっている場合、このフィールドはグレー表示されます。

•このホストを優先したい場合は、[優先（Preferred）]チェックボックスをオンにします。

（注）

ログインしているノードに IPv4アドレスのみが設定されているが、前の手順で [IPv6を有効にす
る（Enable IPv6）]をオンにして NTPサーバーの IPv6アドレスを指定した場合は、次の検証エ
ラーが表示されます。

これは、ノードに IPv6アドレスがまだなく、NTPサーバーの IPv6アドレスに接続できないためで
す。次の手順で IPv6アドレスを入力します。この場合、次の手順の説明に従って他の必要な情報
の入力を完了し、[次へ（Next）]をクリックして次の画面に進み、ノードの IPv6アドレスを入力
します。

追加のNTPサーバーを入力する場合は、 [+ Add NTP Host Name/IP Address）]を再度クリックし、
情報を入力します。

g) [プロキシサーバー（Proxy Server）]について、プロキシサーバーのURLまたは IPアドレスを入
力します。

Cisco Cloudに直接接続できないクラスタの場合は、接続を確立するためにプロキシサーバを構成
することをお勧めします。これにより、ファブリック内の非適合ハードウェアおよびソフトウェア

にさらされるリスクを軽減できます。

+Add Ignore Hostをクリックして、トラフィックがプロキシの使用をスキップする 1つ以上の接続
先 IPアドレスを入力します。

プロキシサーバーでは、次の URLが有効になっている必要があります：

物理アプライアンスとしての展開
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dcappcenter.cisco.com
svc.intersight.com
svc.ucs-connect.com
svc-static1.intersight.com
svc-static1.ucs-connect.com

プロキシを構成しない場合は、[プロキシをスキップ（Skip Proxy）]をクリックして、[確認
（Confirm）]をクリックします。

h) （任意）プロキシサーバーで認証が必要な場合は、[プロキシに必要な認証（Authenticationrequired
for Proxy）]をオンにして、ログイン資格情報を指定します。

i) （任意） [詳細設定（Advanced Settings）]カテゴリを展開し、必要に応じて設定を変更します。

詳細設定では、次の設定を行うことができます。

•アプリネットワーク：Nexus Dashboardでアプリケーションで使用されるアドレス空間です。
ターゲットネットワークの IPアドレスとネットマスクを入力します。

•サービスネットワーク：Nexus Dashboardとそのプロセスで使用される内部ネットワークで
す。ターゲットネットワークの IPアドレスとネットマスクを入力します。

• [アプリネットワーク IPv6（App Network IPv6）]：先ほど [IPv6の有効化（Enable IPv6）]
チェックボックスをオンにした場合は、アプリネットワークの IPv6サブネットを入力しま
す。

• [サービスネットワーク IPv6（Service Network IPv6）]：先ほど [IPv6を有効にする（Enable
IPv6）]チェックボックスをオンにした場合は、サービスネットワークの IPv6サブネットを
入力します。

アプリケーションおよびサービスネットワークの詳細については、全般的な前提条件とガイドラ

インを参照してください。

j) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ノードの詳細（Node Details）]ページで、最初のノードの情報を更新します。

前の手順の初期ノード構成時に現在ログインしているノードの管理ネットワークと IPアドレスを定義し
ましたが、他のプライマリノードを追加し、クラスタを作成する進む前に、ノードのデータネットワーク

情報も指定する必要があります。

a) クラスタ接続について、クラスタが L3 HAモードで展開されている場合は、BGPを選択します。そ
れ以外の場合は、 L2を選択します。

テレメトリで使用される永続的な IPアドレス機能には、BGP構成が必要です。この機能について
は、BGP構成と永続的な IPアドレスと『Cisco Nexus Dashboardユーザーガイド』の「永続的な IP
アドレス」セクションで詳しく説明されています。

（注）

BGPをこの時点で、またはクラスタの展開後に Nexusダッシュボード GUIで有効にすることができ
ます。BGPが構成されている場合は、残りのすべてのノードで BGPを構成する必要があります。
ノードのデータネットワークに異なるサブネットがある場合は、ここで BGPを有効にする必要があ
ります。
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b) 最初のノードの横にある [編集（Edit）]ボタンをクリックします。

ノードの[シリアル番号（Serial Number）]、[管理ネットワーク（Management Network）]情報、お
よび[タイプ（Type）]が自動的に入力されます。ただし、他の情報は入力する必要があります。

c) [名前（Name）]に、サービスノードのノード名を入力します。

ノードの名前はホスト名として設定されるため、 RFC-1123の要件に従う必要があります。

（注）

[名前（Name）]フィールドが編集できない場合には、CIMCの検証を再度実行して、この問題を修
正してください。

d) [タイプ（Type）]で、 [プライマリ（Primary）]を選択します。

クラスタの最初のノードは [プライマリ（Primary）]に設定する必要があります。より大規模なス
ケールを有効にする必要がある場合は、後の手順でセカンダリノードを追加します。

e) [データネットワーク（Data Network）]エリアで、ノードのデータネットワークを入力します。

データネットワークの IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイを入力します。オプション
で、ネットワークの VLAN IDを指定することもできます。構成に VLANが不要な場合は、 [VLAN
ID]フィールドを空白のままにします。データ接続に BGPを選択した場合は、ASNを入力します。

前のページで IPv6機能を有効にした場合は、IPv6アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイも
入力する必要があります。

（注）

IPv6情報を提供する場合は、クラスタブートストラッププロセス中に行う必要があります。後で IP
アドレス構成を変更するには、クラスタを再展開する必要があります。

クラスタ内のすべてのノードは、 IPv4のみ、IPv6のみ、またはデュアルスタック IPv4/IPv6のいず
れかで構成する必要があります。

f) クラスタ接続に BGPを選択した場合は、 [BGPピアの詳細（BGP peer details）]領域で、ピアの
IPv4アドレスとASNを入力します。

[+ IPv4 BGPピアの追加（+ Add IPv4 BGP peer）]をクリックして、ピアを追加できます。

前のページで IPv6機能を有効にした場合は、ピアの IPv6アドレスと ASNも入力する必要がありま
す。

g) [Save]をクリックして、変更内容を保存します。

ステップ 7 複数ノードクラスタを展開している場合、[ノードの詳細（Node Details）]画面で、[ノードの追加（Add
Node）]をクリックして、クラスタに 2番目のノードを追加します。

a) [展開の詳細（Deployment Details）]エリアで、2番目のノードに [CIMC IPアドレス（CIMC IP
Address）]、[ユーザー名（Username）]、[パスワード（Password）]を入力します。

（注）

2番目のノードのユーザー名に対して、管理者ユーザーの IDを入力します。

b) [検証（Validate）]をクリックして、ノードへの接続を確認します。
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CIMC接続が検証されると、ノードの [シリアル番号（Serial Number）]が自動的に入力されます。

c) [名前]に、ノードの名前を入力します。

ノードの名前はホスト名として設定されるため、 RFC-1123の要件に従う必要があります。

d) [タイプ（Type）]で、 [プライマリ（Primary）]を選択します。

クラスタの最初の 3つのノードは [プライマリ（ Primary）]に設定する必要があります。より大規模な

スケールを有効にする必要がある場合は、後の手順でセカンダリノードを追加します。

e) [管理ネットワーク（Management Network）]エリアで、ノードの管理ネットワークの情報を入力し
ます。

管理ネットワークの IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイを指定する必要があります。

前のページで IPv6機能を有効にした場合は、IPv6アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイも
入力する必要があります。

（注）

クラスタ内のすべてのノードは、 IPv4のみ、IPv6のみ、またはデュアルスタック IPv4/IPv6のいず
れかで構成する必要があります。

f) [データネットワーク（Data Network）]エリアで、ノードのデータネットワークを入力します。

データネットワークの IPアドレス、ネットマスク、およびゲートウェイを入力します。オプション
で、ネットワークの VLAN IDを指定することもできます。構成に VLANが不要な場合は、 [VLAN
ID]フィールドを空白のままにします。データ接続に BGPを選択した場合は、ASNを入力します。

前のページで IPv6機能を有効にした場合は、IPv6アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイも
入力する必要があります。

（注）

IPv6情報を提供する場合は、クラスタブートストラッププロセス中に行う必要があります。後で IP
アドレス構成を変更するには、クラスタを再展開する必要があります。

クラスタ内のすべてのノードは、 IPv4のみ、IPv6のみ、またはデュアルスタック IPv4/IPv6のいず
れかで構成する必要があります。

g) クラスタ接続に BGPを選択した場合は、 [BGPピアの詳細（BGP peer details）]領域で、ピアの
IPv4アドレスとASNを入力します。

[+ IPv4 BGPピアの追加（+ Add IPv4 BGP peer）]をクリックして、ピアを追加できます。

前のページで IPv6機能を有効にした場合は、ピアの IPv6アドレスと ASNも入力する必要がありま
す。

h) [Save]をクリックして、変更内容を保存します。

i) クラスタの最後の（3番目の）プライマリノードでこの手順を繰り返します。

ステップ 8 （任意）前の手順を繰り返して、追加のセカンダリノードまたはスタンバイノードに関する情報を入力

します。

（注）
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より高いスケールをサポートするには、展開時に十分な数のセカンダリノードを提供する必要がありま

す。特定のユースケースに必要な追加のセカンダリノードの詳しい数については、NexusDashboardクラ
スタサイジングツールを参照してください

スタンバイノードを今すぐ追加するか、クラスタの展開後に追加するかを選択できます。

ステップ 9 [ノードの詳細（Node Details）]ページで、入力した情報を確認してから、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 10 永続的なIPアドレスをさらに追加する場合は、 [永続的な IP（Persistent IPs）]ページで、 [+データサー
ビスの IPアドレスの追加（+ Add Data Service IP Address）]をクリックし、 IPアドレスを入力して、
チェックマークアイコン（）をクリックします。必要な回数だけこのステップを繰り返し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ブートストラッププロセス中に、必要な永続 IPアドレスの最小数を設定する必要があります。この手順
により、必要に応じて永続的な IPアドレスを追加できます。

ステップ 11 [概要（Summary）]ページで設定情報をレビューして確認し、[保存（Save）]をクリックし、[続行
（Continue）]をクリックして正しい展開モードを確認し、クラスタの構築を続行します。

ノードのブートストラップとクラスタの起動中に、全体的な進捗状況と各ノードの個々の進捗状況がUI
に表示されます。ブートストラップの進行状況が表示されない場合は、ブラウザでページを手動で更新

し、ステータスを更新してください。

クラスターが形成され、クラスター内のノードの数と起動するすべての機能に応じて、クラスタが形成

されるまでに最大 60分以上かかる場合があります。クラスタの設定が完了すると、ページがNexusダッ
シュボード GUIにリロードされます。

ステップ 12 クラスタが健全であることを検証します。

クラスタが使用可能になったら、ノードの管理 IPアドレスのいずれかを参照してアクセスできます。
adminユーザーのデフォルトパスワードは、最初のノードに選択した rescue-userのパスワードと同じで

す。この間、UIは上部に「サービスのインストールが進行中です。NexusDashboardの設定タスクは現在
無効になっています」という意味のバナーを表示します。

すべてのクラスタが展開され、すべてのサービスが開始されたら [ホーム（Home）]> [概要（Overview）]
ページの異常レベル（Anomaly Level）でクラスタが正常であることを確認できます。
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または、SSHを使用し、rescue-userとして、ノード展開中に入力したパスワードを使っていずれかの

ノードにログインし、acs healthコマンドを実行してクラスタの状態を確認できます。

•クラスタが収束している間、次の出力が表示されることがあります：
$ acs health
k8s install is in-progress

$ acs health
k8s services not in desired state - [...]

$ acs health
k8s: Etcd cluster is not ready

•クラスタが稼働している場合は、次の出力が表示されます。
$ acs health
All components are healthy

（注）

場合によっては、ノードの電源を再投入（電源をオフにしてから再度オン）すると、この段階でスタッ

クが停止することがある可能性があります。

deploy base system services

これは、pND（物理 Nexus Dashboard）クラスタの再起動後のノードの etcdの問題が原因です。

この問題を解決するには、影響を受けるノードで acs reboot cleanコマンドを入力します。

ステップ 13 （オプション） Cisco Nexus DashboardクラスターをCisco Intersightに接続、可視性と利点を強化します。
詳細な手順については、「Cisco Intersightの操作」を参照してください。

ステップ 14 NexusDashboardを展開した後、設定情報については、このリリースのコレクションページを参照してく
ださい。
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次のタスク

次のタスクは、ファブリックとファブリックグループを作成することです。 Cisco Nexus
Dashboardのコレクションページにある、このリリースの「ファブリックとファブリックグ
ループの作成」の記事を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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